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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜東病棟入室状況＞
［部屋移動］
・飯田　修子様：東Aユニット9号室→東Aユニット16号室
［転出］
・山田　哲也様：東Dユニット18号室→西Aユニット50号室

［転入］
・中居　松男様：西Bユニット28号室→東Aユニット9号室
＜患者様連絡事項＞
・立桶　真樹子様～24日ほりべ歯科クリニック受診の為、入院証明書を医事へ依頼している。
・鹿原　博夫様～深夜勤スタッフより瘻孔部からの便汁・膿汁持続しており、不消化便として海藻・根菜類が出てくる事がある為、食事形態の変更(低残渣食へ)を検討してほしいとの申し送りあり。主治医・栄養スタッフへ情報提供・相談の上、本日昼から低残渣食へ変更となる。
・下村　英三郎様～臨時薬のエンシュアリキッドが明日朝分までの為、主治医へ報告し同内容で7日分処方となる。
・泉山　紀子様・大塚　弘志様～午前に指示の脳波検査実施している。
・久喜　つき様～本日10:00～10/19　16:00迄で外泊に行かれている。

・小向　静江様～本日排便-6日目。主治医へ報告し、便秘時シンラック液10〜15滴内服のIFオーダー追加・シンラック液1本処方となる。又、点滴が本日分で処方切れの為、主治医へ報告し同内容で1日分(10/19分)を処方して頂いている。
・吉田　周治様～来週よりアルコール依存症プログラム開始予定。スケジュール作成している。
・下道　重雄様～午前中排便時に出血(鮮血)少量が混じる事あり。主治医には情報提供行っており、10/22(月)採血指示(院内セット3・貧血セット・CEA・CA19-9、至急FAX)あり。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。表情は硬く、終始大声での独語聞かれている。他者への話し掛けの多さも見られているが、他者トラブルは無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～20時～6時時間隔離中。飲水要求あるが、過度となる事は無い。余暇は自室にて臥床して過ごされている。妄想発言聞かれず、対応も落ち着いている。精神症状落ち着いてきた為、本日診察にて11:00時間隔離解除となる。
・澤村　彬様～終日隔離中。発熱無く経過。自室にて臥床して過ごされる事多い。午後より時折自室のドアを蹴っている事あるが、過度とはならず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～昨日は午後より発熱見られ、準夜帯にて体温38.2℃まで上昇あるが、クーリングにて対応し今朝には解熱している。本日発熱は無く経過。膀胱留置カテーテルの詰まりは無いが、バッグ内に浮遊物見られている。
・小向　静江様～バイタルサイン異常無し。エプリッチ・ジュース寒天は介助で全量摂取。訪室時にはスタッフへの話し掛け見られている。
・夏坂　浩美様～昨日準夜帯にて体温37.3℃の発熱あるが、寝具調整にて今朝には解熱している。本日はバイタルサイン異常無く経過。入浴介助時の車椅子やベッドへの移乗では立位不安定さ見られている。食事はむせ込み無く全量摂取出来ている。
・藤井　孝蔵様～バイタルサイン異常無し。入浴も拒否無く行っている。スタッフには冗談交じりに話し掛け見られている。褥瘡部は浸出液あるが、皮膚状態の悪化は無い。
・和田　昌様～気分高揚さあり、スタッフや他患者様への話し掛け多くみられている。時に他者と口論になりかける場面も見られ、介入要している。自身の要求が通らないと易怒的となる様子も見られ始めている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜田名部Dr診察情報＞
・澤村　彬様～症状落ち着いたため10/19より10:00～11:00、14:00～15:00開放観察開始となる。同内容で7日分処方。
・小向　静江様～食事は現在のままで経過観察。オランザピン中止しセルトラリン(50)→(75)へ増量、シンメトレル(50)1Ｔ1×朝に追加となる。

・小澤　和子様～インヴェガ(3)1Ｔ→2Ｔへ増薬、アリピプラゾール中止となり、他同内容で処方となる。
・堤　ヨシエ様～夜間不眠の訴えあり、ゾルピデム(5)1Ｔ→ブロチゾラム(0.25)1Tに変更となり、他同内容で処方。
・袴田　将志様～精神状態落ち着いている為本日11:00時間隔離終了となる。薬は同内容で7日分処方。
・織笠　健太郎様～臨時薬同内容で7日分処方。
・木村　正志様～臨時薬同内容で7日分処方。

＜皮膚科診察情報＞
・小向　静江様～左臀部の処置は同内容で継続。陰部にカンジダ様のできものあり、テルビナフィン+エキザルベ塗布の指示(テルビナフィン→エキザルベの順で塗布)。
・下村　慶子様～右鼠径部の水疱が一部破れている為、ゲンタマイシン塗布+ガーゼ保護の指示。左鼠径部と右腹部、右膝周囲にも水疱はあるが、様子観察の指示。
・久喜　つき様～左第2～3指の状態は軽減傾向だが、ゲーベンクリームの残量ある為、処置は同内容で継続。無くなり次第、軟膏を変更するか検討するとの事。
